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X19a z ∼ 3のQSO9天体で探る超巨大ブラックホールと母銀河の共進化
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近傍宇宙では、銀河中心の超巨大ブラックホール質量MBHとその母銀河のバルジ質量Mbulgeとの間に強い相
関があり、両者が共進化してきたことを示唆する (e.g. Marconi & Hunt 2003)。理論的研究から、複数のモデル
によって異なるMBH/Mbulgeの赤方偏移進化が予想されているため、銀河と中心の超巨大ブラックホールの形成
過程を明らかにするためには、観測による遠方銀河のMBH/Mbulgeの見積もりが特に重要である。
我々は z ∼ 3.3のQSOのMBH/Mbulgeを導出するため、以下のような観測を行った。近赤外分光観測を行い、

28天体のQSOについて Hβ広輝線 (4861Å)の FWHMと 5100Åの連続光光度を用いてMBHの導出に成功した
(濟藤 他, 2013年春季年会講演, Saito+15 submitted)。また、Mbulge の導出のため、MBH が求まった天体に対
してすばる望遠鏡/IRCS+AO188を用いた補償光学撮像観測を行い、これまでに 9天体 (FWHM∼ 0.15”− 0.3”)
の撮像データを取得した。この時、質量/光度比の不定性を最小限に抑え、Mbulgeを精度良く決めるため、4000Å
ブレイクを挟んだ 2バンド (J ,K ′)で撮像を行った。我々はこの撮像データについてQSO母銀河の研究のための
解析手法を確立し、Mbulgeを導出することに成功した (濟藤 他, 2015年春季年会講演)。
以上の分光/撮像観測から、9天体 (7天体はJ ,K ′の2バンド、2天体はK ′バンドのみで撮像)のMBH/Mbulge比を

導出した結果、近傍の値 (0.0015)と比較して進化は見られない傾向にあることが分かった。この場合、MBH/Mbulge

比の赤方偏移進化においてAGNアウトフローが大きな役割を担うと予測していたモデルを支持しない。


